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インターバンクの声 （2016 年 11 月 21 日） 
 

週末の東京市場の夕方、円相場は 111 円台まであと 10 銭もないような水準まで円

売り・ドル買いが進んでいたが、さすがに円売りのピッチが速いとの懸念が広がった

ことと、週末の手仕舞いも加わりポジション調整の動きが強まった。このドル売り調整

は、ロンドン市場に入っても続き、一時は110円割れの水準での取引が長引きそうな

場面もあった。それでも前日のイエレン米連邦準備制度理事会（FRB）議長に続き、

18 日も今年の連邦公開市場委員会（FOMC）での投票権を持つセントルイス連銀の

ブラード総裁やカンザスシティー連銀のジョージ総裁も利上げに前向きな発言をし

たことで米国債利回りが上昇し始めるとドルも反発し始めた。 

債券市場でトランプ次期政権下ではインフレが高進するとの見方が広がっているこ

ともあるが、109円台後半や110円台前半でドル売りに動いた人たちが直ぐにポジシ

ョンを巻き戻したことも影響していたようだ。今年ここまでの高値・安値の半値（110 円

35 銭）もしっかり越えて来たドル買いの勢いからすれば、今週の米経済指標に大き

なつまずきがなければ、次は昨年の高値と今年の安値の半値 112円 43銭水準が目

標になりそうだ。 
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